
Ⅲ　学習指導要領における「がん」に関する内容
　がんに関する科学的根拠に基づいた理解については、中学校・高等学校において取り扱うことが望まし
いと考えられる。その際、保健体育で生活習慣病の予防が位置付けられている中学校２年生や高等学校１
年生を中心に時間を配置したり、全ての学年で時間を確保したりするなどの工夫を行うよう配慮する。
　また、健康や命の大切さの認識については、小学校を含むそれぞれの校種で発達の段階を踏まえた内
容での指導が考えられる。

＜指導計画の例＞
小学校 中学校 高等学校

体育科
保健体育科

※【第６学年】（3） 病
気の予防（ｴ） 喫煙、飲
酒、薬物乱用と健康に
おいて触れることがで
きる。

（1） 健康な生活と疾病の予防
【第１学年】
　（ｲ） 生活習慣と健康
　　㋓　調和のとれた生活

【第２学年】
　（ｳ） 生活習慣病などの予防
　　㋑　がんの予防
　（ｴ） 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
　　㋐　喫煙と健康

【第３学年】
　（ｶ） 個人の健康を守る社会の取組

（1） 現代社会と健康
　（ｱ） 健康の考え方
　（ｳ） 生活習慣病などの予防と回復
　（ｴ） 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

（4） 健康を支える環境づくり
　（ｳ） 保健・医療制度及び地域の

保健・医療関係
　（ｴ） 様々な保健活動や社会的対策
　（ｵ） 健康に関する環境づくりと

社会参加

特別活動

(2)日常の生活や学習
への適応と自己の成
長及び健康安全
ウ　心身ともに健康
　で安全な生活態度
　の形成 

（2） 日常の生活や学習への適応と自
己の成長及び健康安全
ア 自他の個性の理解と尊重、

よりよい人間関係の形成
エ 心身ともに健康で安全な生

活態度や習慣の形成

（2） 日常の生活や学習への適応と
自己の成長及び健康安全
オ 生命の尊重と心身ともに健

康で安全な生活態度や規律あ
る習慣の確立

道徳

Ａ　主として自分自身
に関すること

　１　善悪の判断、自
律、自由と責任

Ｄ　主として生命や自
然、崇高なものとの
関わりに関すること

　19　生命の尊さ

Ａ　主として自分自身に関すること
　２　節度、節制
Ｂ　主として人との関わりに関す

ること
　６　思いやり、感謝
　９　相互理解、寛容
Ｃ　主として集団や社会との関わ

りに関すること
　11　公正、公平、社会正義
Ｄ　主として生命や自然、崇高な

ものとの関わりに関すること
　19　生命の尊さ

総合的な学
習の時間

総合的な探
究の時間

● 現代的な諸課題に
対応する横断的・総
合的な課題（例：健
康　福祉）

● 児童の興味・関心
に基づく課題（例：
生命）

● 現代的な諸課題に対応する横
断的・総合的な課題（例：健康
福祉）

● 生徒の興味・関心に基づく課
題（例：生命）

● 現代的な諸課題に対応する横
断的・総合的な課題（例：健康
福祉）
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